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経営学研究科教授会承認 

 

法政大学大学院経営学研究科経営学専攻における学位論文の審査基準 

 

 
１．修士論文の審査基準 

（内容面の基準） 

• 「修士論文は、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な能力を示す

ものでなければならない」（『法政大学学位規則』第4条第2項）。 

• 上記のうち、「専攻分野における研究能力を示すもの」（研究論文）とは、経営･産業経済･会計分野

における既存研究をもとに、独自の研究によって、何らかの学術的貢献を付け加えたものとす

る。  

• なお、夜間修士課程の企業家養成コースの場合は事業計画書を選択できる。ただし、この場

合、その内容の独自性や新規性が求められる。  

 

（形式面の基準） 

• 論文は日本語、または英語で、学術論文にふさわしい表現・表記法で書かれていること。 

• 論文構成は、学術論文にふさわしい形式で、必要不可欠な内容が、論理一貫して明解に書かれ

ていること。  

 

（その他） 

• 修士論文は原則として公開とするが、指導教員の許可があれば非公開扱いとすることもでき      

る。ただし、公開、非公開を問わず、データ（数量データ、文書資料、ヒアリング記録などその

内容、形態は問わない）の収集・加工・利用や、他人の著作物からの引用等に当たっては、法

的、倫理的な問題が生じないよう十分注意して取り扱うこと。 

• 上記以外の留意点として、「修士論文について」（『大学院要項』に所収）、「経営学専攻論文執筆の

手引き」（『大学院講義概要（シラバス）』に所収）を参照すること。  

 

（審査委員の体制および審査の方法） 

• 審査委員は、指導教員を主査、修士論文のテーマにもとづいて選定した副査により構成され

る。 

• 審査委員は、内容面の基準と形式面の基準にもとづき修士論文を審査する。 

• 審査委員は、提出された修士論文に関して口述試験を行い、口述試験の結果も踏まえて最終的

な評価を行う。 

  



２．リサーチペーパーの審査基準 

（内容面の基準） 

・経営学関連領域における研究として予備的、萌芽的、あるいは探索的な発見や洞察が提示され

ていること、あるいは研究対象、データ収集あるいは分析において新規性が認められる方法で

行われていること。 

 

（形式面の基準） 

・リサーチペーパーは日本語、または英語で、学術論文に準じた表現・表記法で書かれている

こと。 

・リサーチペーパーの構成は、学術論文に準じた形式で、必要不可欠な内容が、論理一貫して

明解に書かれていること。 

 

（その他） 

・リサーチペーパーは原則として公開とするが、指導教員の許可があれば非公開扱いとすること

もできる。ただし、公開、非公開を問わず、データ（数量データ、文書資料、ヒアリング記録

などその内容、形態は問わない）の収集・加工・利用や、他人の著作物からの引用等に当たっ

ては、法的、倫理的な問題が生じないよう十分注意して取り扱うこと。 

 

（審査委員の体制および審査の方法） 

• 審査委員は、指導教員を主査、リサーチペーパーのテーマにもとづいて選定した副査により構

成される。 

• 審査委員は、内容面の基準と形式面の基準にもとづきリサーチペーパーを審査する。 

• 審査委員は、提出されたリサーチペーパーに関して口述試験を行い、口述試験の結果も踏まえ

て最終的な評価を行う。 

  



３．博士論文の審査基準 

（内容面の基準） 

• 「博士論文は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の専門的

な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を示すものでなければ

ならない」（『法政大学学位規則』第 5条第 2項） 

• このため、博士論文の内容は、経営･産業経済･会計分野における既存研究をもとに、独自の研究

によって、重要な学術的貢献を行うものでなければならない。  

• また、研究者として自立した研究活動を行いうることの証左として、既存研究（英文を含む）を

幅広く渉猟し、研究の位置づけや意義を的確に説明するなど豊かな学識や的確な理解力を示して

いること、研究方法の確かさや、独創的、論理的な思考力、文章表現の点でも優れていることな

どが求められる。 

• さらに、博士論文には査読雑誌あるいはこれに準ずる雑誌に掲載された（掲載予定を含む）論文

を含む必要がある。  

 

（形式面の基準） 

• 論文は日本語、または英語で、学術論文にふさわしい表現・表記法で書かれていること。 

• 論文構成は、学術論文にふさわしい形式で、必要不可欠な内容が、論理一貫して明解に書かれ

ていること。  

 

（その他） 

• 博士論文は全て公開である。データ（数量データ、文書資料、ヒアリング記録などその内容、形

態は問わない）の収集・加工・利用や、他人の著作物からの引用等に当たっては、法的、倫  

理的な問題が生じないよう特段の注意が必要である。 

• 入学から博士号取得までの手順や、学位申請、審査に関しては、「法政大学経営学研究科経営学専

攻博士後期課程 学生のための手引き」、「経営学専攻における博士課程指導のガイドライン」、「経営

学専攻における博士の学位申請及び審査に関する申し合わせ」、「博士の学位申請手続きについて」

（『大学院要項』に所収）を参照すること。 

 

（審査委員の体制および審査の方法） 

• 審査委員は、指導教員を主査、博士論文のテーマにもとづいて選定した複数の副査、および専

攻副主任により構成される。 

• 審査委員は、内容面の基準と形式面の基準にもとづき博士論文を審査する。 

• 公開審査会を開催し、法政⼤学学位規則に定める「論⽂を中⼼とし、論⽂に関連ある学問領域

について」最終試験を⾏うとともに、博士論文の内容に関する質疑を行う。 

• 審査委員は、必要と判断した場合、博士論文の修正を求める。 

• 審査委員は、公開審査会と必要な修正を経た博士論文を再度、内容面の基準と形式面の基準に



もとづき審査し、最終的な評価を行う。 

• 最終的な学位授与の決定は、審査委員会で行われる。 

 

 


	（形式面の基準）

